
























































































































































































































































































































































































































































































































































262 Ann. Reρ. Tokyo Metr. Res. Lab. P.H.， 30-1， 1979 

Table 2. Refractive Indices of Various PCDF 
Isomers 

PCDF異性体 RI 

Monochlorodibenzofuran 
2ー 18.83 
3- 18.75 
4- 18.90 

Dichlorodibenzofuran 

1，6ー 19.52 
2.6-' ， 19.52 
2，7ー 19.44 
2，8.:....... 19.50 

Trichlorodibenzofuran 

2，4，6ー 20.45 
2，3，8ー 19.53 
1，2，6ー 20.42 
1，3，8ー 19.52 
1，3，6ー 20.15 

Tetrachlorodibenzofuran 

1，3，6，7一 20.52 
2，3，6，8ー 22.18 
2，4，6，8ー 21. 80 
1，2，4，6ー 21. 90 
1，3，6，8ー 21. 61 

Pentachlorodibenzofuran 

2，3，4，7，8ー 24.29 
1，3，4，7，8ー 23.59 
1，2，4，6，8ー 23.62 

結果及び考察

炭化水素と PCDF異性体のガスクロマトグラムを

Fig.2に示した. また炭化水素と PCDF異性体の保持

時聞を Table1に示した.炭化水素の炭素数と保持時

間の関係から PCDF異性体の保持時間に相当する炭化

水素の数値を求めた Refractive Index (RI)をTable2 

に示した PCBの異性体において， その RIは片方ず

つの置換ベンゼγ環の RIの和として表わすことができ

ることが知られている. しかし PCDFの場合， 得られ

たRIと塩素位置の聞には一定の関係をみいだすことは

できずRIを使って PCDF異性体の保持時聞を決定す

ることはできなかった. その理由としては， PCBのよ

うに2つの環が自由に回転できる構造のものとは異なっ

てPCDFのような対称性の低い構造のものには応用で

きないと思われる.DDEを内部標準として23個のPCDF

異性体の相対保持時聞を測定した結果を Table3に示し

た. また PCB異性体から熱生成する PCDF異性体の

DDEに対する相対保持時聞をTable4に示し，またFig.

Table 3. Relativ巴 RetentionTime of PCDF 
Isomers 

PCDF異性体 相対保持時間
(PCDFjDDE) 

OV-101 OV-17 

2ー 0.266 0.276 

3- 0.266 0.276 
4- 0.265 0.276 

1，6ー 0.540 0.459 

2，6ー 0.468 0.459 

2，7ー 0.429 0.409 

2，8ー 0.433 0.421 

1，2，6ー 0.749 0.782 

2，3，8ー 0.824 0.860 

2，4，6ー 0.749 0.780 

2，3，6，8ー 1. 404 1.522 

1，3，6，7ー 1. 294 1. 321 

1，3，6，8ー 1. 137 1. 094 

2，3，7，8- 1.739 

2，4，6，8ー 1. 213 1.283 

1，2，4，6ー 1. 268 1. 377 

3，4，6，7ー 1. 845 

2，3，4，7，8ー 2.818 3.576 

1，3，4，7，8ー 2.371 2.552 

1，2，4，6，8ー 2.385 2.557 

1，2，4，7，8ー 2.367 2.602 

2，3，4，6，8，9ー 4.694 5.597 

1，2，3，4，6，7，8，9ー 7.590 9.708 

3にPCB異性体の加熱から生成する PCDF異性体のガ

スグロマトグラムを示した.これらの多くは標品PCDF

の保持時間と一致せず同定できないものが多かった.

2， 4， 5， 2'， 4'; 5'-PCBからの生成物は 2，3， 7， 8-CDF， 

2， 3， 4， 7， 1， 3， 4， 7， 8-CDFと推定された.

この反応メカニズムについては，つぎのような可能性が

考えられる.2， 4， 5， 2'， 4'， 5'-PCBから，加熱によっ

て生成する PCDF異性体の反応メカニズムを Fig.4に

示した.

第一の経路は，オルト位の塩素が 1つ脱離し酸素が入

り閉環し， 1， 3， 4， 7， 8-CDFが生成すると考えられ

る.第二の経路は，オルト位の塩素が 1つ脱離し酸素が

入り閉環すると同時に 1位の塩素が2の位置へ転位し，

2， 3， 4， 7， 8-CDFが生成し， つぎに4の位置の握素が

脱離し， 2， 3， 7， 8-CDFが生成すると考えられる. こ

れらのことについては，今後さらに検討する.現在まで

塩素系農薬中の PCDF，PCDDは多く分析されている

が焼却炉などでの高温処理による PCDF，PCDDは余

り報告がなく問題にされてこなかった.しかし今後ゴミ
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2，3，2;3; PCB I ~ I 2.4.2~4; PCB 

3.5.3:5~ l'CB 

2，5，2;5; PCS 

2.4.5.2~4;5; PCB 11 1 1" 1 2.4.6.2~4~6; PCB 

Fig. 3. Gas Chromatogram of PCDF Isomers Separated from PCB Isomers 

by Glass Capillary Column (OV-l) 

処理焼却場などでの高温処理によりアロマティックな塩 究所秋山和幸主任研究員，ならびに三村秀一参事研究員

素系化合物から生成する未知の毒性物質による環境汚染 に深謝する.

が進行している可能性が十分にあるので，今後，未知物

質の同定，またその毒性を検討Lしていく必要がある.

謝辞 本研究を実施するにあたり御指導下さった当研

〈本研究は，当所研究課題「環境汚染物質の点検」の一

環として実施し，その一部は第37回日本公衆衛生学会総
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Table 4. Relative Retention Time of PCDFs 

Formed by Heating of PCB Isomers 

(Column : OV-17) 

PCDF保持時間 相対保持時間

2，4， 5， 2'， 4'， 5'-;-PCB 2.04 0.278 

3.34 0.456 

10.46 1.427 

12.81 1. 748 

18.68 2.548 

26:20 3.574 

2， 4，6， 2'，4'， 6'-PCB 2.05 0.278 

3.37 0.457 

5.35 0.726 

9.64 1. 308 

19.28 2.616 

2，3， 2'， 3'-PCB 2.18 0.276 

3. 79 0.469 

4.84 0.622 

7.03 0.892 

2，5，2'，5'-PCB 2. 14 0.275 

3. 14 0.411 

3.29 0.423 

4.80 0.618 

6.02 O. 775 

2，4，2'，4'-PCB 2.18 0.280 

3.23 0.415 

3.48 0.447 

4.77 0.613 

5.92 O. 761 

3， 5， 3'， 5'-PCB 2.19 0.274 

3.88 0.486 

4.85 0.608 

10.15 .1. 272 

22.73 2.848 

会1978年10月で発表した.) 
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れ，各氏から出された意見を集録した.

毒素原性大腸菌

大橋誠:I宏人薬人， 28 (4)， 11， 1979 

毒素原性大腸菌は下痢症の病原として，とくにコレラ

との鑑別において大変重要な存在である.しかし，検査

室診断の技術が煩雑で一般的でないため，現在これによ

る下痢症の全貌を知るには，やや資料不足の観がある.

公衆衛生的にも臨床的にも，あまり注目を集めていな

い.そして，集団食中毒の形で認知されない限り，本症

は予防行政的措置の対象とならないのが現状である.

激烈な伝染病が狸阪を極めた時代は終ったとはいえ，

感染症がすべて過去のものとなったわけではない.広く

感染症全体に対して，よりきめ細かく対策が見直されて

しがるべきである.本菌による下痢についても，正確な

診断がなされることは，コレラとの鑑別という意味から

も大変有益である.

「コレラ菌検査の手引きJ解説

大橋誠:モダγメディア， 25 (5)， 386， 1979 

1979年2月19日付で発行された「コレラ菌検査の手引

き」の作成に関与したものの一人とじて，多少の解説を

加えることを依頼された.以下作成にあたっての基本的

な考え方，早期診断と増菌培養時間の問題，同定のため

の検査項目と結果報告の時期，培地および診断用血清，

検査室と行政機関との連携などの五項目に分けて，手引

きの内容を紹介しながら，内容の補足説明を行なった.

既知病原菌が検出されない集団食中毒の細菌学的検討

坂井千三，伊藤武，丸山務，柳川義勢，斎藤香

彦，稲葉美佐子，甲斐明美:厚生省研究報告書〈昭和53

年度)1979 

1978年 1月から12月までに東京都内に発生または関係

があった食中毒事例数は 135件，患者数3，646名であっ

た.そのうち病因物質が細菌性のものは92事例，患者数

2，760名である.ζのうち， 1 {7lJは既知病原大腸菌に含

まれない大腸菌による事例， 2例は Bacilluscereusが

原因菌と推定された事例であり，その疫学的，細菌学的

成績について報告した.

市販食品におけるサルモネラの増殖態度

坂井千三，伊藤武，斎藤香彦:厚生省研究報告書

(昭和53年度)1979 

サノレモネラ食中毒予防の細菌学的基礎資料を得るため

に，今回は本菌食中毒の原因食品として重要な玉子焼と

サラダ中におけるサノレモネラの増殖態度について検討し

た成績を報告した.

表皮ブドウ球菌の同定と生物型

湖国弘:検査と技術， 6 (9)， 730， 1978 

化学療法剤の普及，発達あるいは免疫抑制剤の使用な

ど宿主側の抵抗力の減弱を来たすような種々の要因によ

って感染症が著しく変貌してきている. Staphylococcus 

epidermidisは一般に菌力が{尽く， 起病性が Staphylo-

coccus aureusに比して弱いと考えられ，それだけに軽

視されがちである.しかしながら，近年，各種臨床材料

からの本菌の検出率が上昇傾向にあり， Opportunistic 

infectionの原因菌として注目されてきている.

S. epidermidisの実態を知るには，正確な同定が必要

である.本菌と S.aureusとの判別は比較的容易である

が， Micrococcus との判別が非常に紛らわしい. そこ

で， S. epidermidis を中心に Micrococcus との鐙別，

簡易で正確な S.epidermidisの同定法について述べた.

食中毒におけるブドウ球菌の検宣

寺山 武:メディヤサークノレ， 23 (10)， 269， 1978 

ブドウ球菌食中毒の細菌学的検査法および検出菌の型

別法について述べた.また実際の食中毒事例の細菌学的

検査結果を例示し，食中毒事件の汚染源の推定と原因決

定の根拠について述べた.

臨床材料および健康人由来表皮ブドウ球菌の生残にお

よ{ます RH(相対湿度〉などの影響

潮田弘，辻明良，小川正俊，五島瑳智子，寺山

武，坂井千三:臨床と細菌， 6 (1)， 110， 1979 

近年，臨床材料から高率に検出される Staphylococcus

epidermidisが注目されている.私どもは各種臨床材料

および健康入由来株の生残におよぼす乾燥， RH (相対

湿度)条件ならびにウサギ，ヒト血清中での増殖態度に

ついて検討した成績について述べた.

新しいブドウ球菌食中毒の検査法

寺山武:Medical Technology， 7 (2)， 115， 1979 

これまでの食中毒原因の決定のための検査は原因食品

と推定される食品および患者の吐物やふん使などからの

病原菌の検出によっていた.ブドウ球菌食中毒は毒素型

食中毒であり，エシテロトキシシによる中毒症であるか

ら，原因食品から直接本毒素を検出する ζとが理想的な

検査法であるといえる.本報では，最近著者らによって

開発された逆受身赤血球凝集反応 (RPHA)によるエ
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γテロトキシγ検出法の概略を述べた 105マウス LD50，カ{キー・キャンベルでは 5.7xl05

マウス LD50であった.

Purification of staphylocoagulase by affinity 4. 投与毒素量と血液に吸収される毒素量および症状

chromatography の発現状況とは筏接な関連が認められた.

Igarashi， H.， Morita， T. and Iwanaga， S. : JAPAN. 5. カルガモおよびカ{キム・キャ γベノレともに血液

J. MED. SCI. BIOL.， 32 (2)， 90， 1979 中の毒素量が40マウス MLD/ml以上の場合は，典型的

Staphylocoagulase is. an extracellular protein produced な神経症状が発現し，姥死した.

by Staρhylococcus aureus. The role of staphylocoagu-

lase in staphylococcal infectiori is not y巴tclear. Isolation of Yersinia、enterocoliticαandYel'sinia 

This protein exerts clotting effect on plasmas deri- pseudotubel"culosis from Apparently Healthy Dogs 

ved from several animal species. Several authors and Cats 

(Duthie and Haughton， 1958; Murray and Gohdes， Y. Yanagawa， T: Maruyama' and S. Sakai : 

1960; Zolli and San Clemente， 1963; Bas， Muller and Microbiol. Immunol.， 22(10)， 643， 1978 

Hemker， 1975) have reported on th巴 purificationof The authors r巴portedpreviously the distribution 

staphylocoagulase but none of them described a of Yersinia enterocolitica in healthy hui:naris， 

procedur巴 yielding a product of sufficieht purity. livestock~ foodstaff and natural environment. 

Complete biochemical or biophysical characteristics In th巴 presentsurvey; distribution .of Y. entero. 

of staphylocoagulase. has not yet be巴nperformed. colitica and Y.ρseudotuberculosis in dogs and cats， 

This pap巴rdeals with an affinity chromatography which have close relations to humans as p巴tanimal， 

method for the purification of staphylocoagulase. was investigated to obtain more extensiv巴 ecological

The outstanding characteristic of this method is that informations of the organism. A total of 704 stray 

staphylocoagulase is isolated in highly purified and or unwanted adult dogs and unwanted adult cats were 

concentrated state by one step of affinity chromato- submitted the survey. 

graphy without much loss of activity. The affinity Y. enteroclitica was isolated from 42 (6.0%) of 

column was prepared by covalently linking purified dogs and 11 (2.9%) of 373 cats. Serotypes of 59 

bovine prothrombin to commercially available activated strains of Y. 'enterocolitica isolated from dogs， 43 

Sepharose 4B. were identified as O-group 3， 13， as O.group 5B. As 

for Y.ρseudotuberculosis， 13. (1. 8%) dogs and 12 

野鳥のポツリヌスC型中毒に関す~研究 (3.2%) cats were found to b巴 positive..There was a 

ー特にC型毒素の産生とカモに対する毒素の感受性一 tendency that the recov巴ryrat巴ofY. enterocolitica was 

伊藤武，斎藤香彦，坂井千三，田淵清 :Bull. a littl巴 highin autumn and winter in both animals. 

Azabu Vet. Coll.， 3 (1)， 75， 1978 

カモのボツリヌス中毒の際に検出された Clostridium ミニテ・yク

botulinum type Cの各種の温度域における発育と毒素の 伊藤武 :Medical Technology， 7 (3)， 216， 1979 

産生能および本毒素のカルガモとカーキー・キャ γベル 各種の臨床材料などから検出した病原菌を同定する場

に対する感受性を検討した. 合，つねに正確性と迅速性が要求される.最近，その自

1. 15~43'C の温度域における本菌の発育と毒素産生 的にそった検査手法がいくつか開発され，検査室で広く

を東の修正グッグドミート培地で検討した結果，至適発 利用されつつある.本稿では主とじて腸内細菌を対象と

育温度は35~37'C，至適毒素産生温度は30~32'Cであつ した Minitek法を紹介し，その長所および欠点などに

た.なお， 15'C培養では培養3日より発育が認められ， ついて私見を述べた.

毒素も培養4日でみられた. 長所としては，腸内細菌の同定には生化学的性状がコ

2. 4 'C培養では毒素の産生は認められなかったが， -ド化されており，解析表によって初心者でも容易に同

10'C培養では供試したC型菌6株中 1株が培養30日で5 定することができることや，試験管法と比絞してもその

x10MLD/ml毒素を産生した. 得られる成績の信頼性は高いなどがあげられる.一方短

3. C型毒素のカルガモに対する LD50/kgは 1.9x 所としては，判定までの時聞が 1日あるいは2日間必要
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であり，迅速性にかけることや，専用の器具器材が必要 10-21-N， and Fusarium toxin-producing strain of 

であり，また準備に多少時間がかかることなどがあげら Fusarium solani F-135. 

れた Itwas observed that among vegetable and food 

products tested， dried sweet potato and salami sausag巴

輸入感染性腸炎の実態とその検査 were favorable substrates for the production of several 

工藤泰雄:臨床と細菌， 6 (1)， 46， 1979 kinds of mycotoxins and dried persimon was favorable 

最近，わが国における海外旅行者の増加には著しいも for sterigmatocystin production. Pepper， roasted 

のがあり，それに伴いまだ各種伝染症が常在している関 coffee bean and cinnamon bark were not susceptible 

発途上国などから旅行者が持ち帰る“いわゆる輸入感染 to mycotoxin contamination under the moistened 

性腸炎"が新らたに大きな問題となってきている condition.

ここでは，こうした輸入感染性腸炎の現況について， Substances contained in a chloroform extract of 

私共の成績を中心に概説し，病原との関連から考察を加 cinnamon and pepper inhibi ted the growth of the four 

えた.併せて，その検査のあり方について述べた toxigenicfungi. These results indicate that cinnamon 

and pepper might contain inhibitory materials. 

空中真菌相

一言広:マイコトキシン， 5-6号， 14， 1977 

各種の食品における汚染真菌の汚染源のーっとして空

中浮遊真菌の重要性を指摘した.空中浮遊真菌のうち優

先菌属としてはAsρergillus，Penicillium，Cladosρorium

および Alternariaの4菌属で，これらの菌属の優先性は

諸外国における場合にも共通している.これらの 4菌属

中優先菌種とみられたものは， C. clados.ρorioides， C. 

cucumerinum， C. sρhaerosρermum， A.世ersicolor，

A. niger， P. frequentans， P. funiculosum， P. variabile 

および Al.alternataなどであった.

検出真菌中のカピ毒産生菌としては aflatoxin産生性

A. flavusが全検出菌の0.1%を占め， sterigmatocystin 

産生性 A.versicolorは 0.8%， さらに ochratoxinA 

産生性.A.ochraceusはO.1%をそれぞれ占めている.こ

れらのカピ毒産生性菌株の検出率は，各種の食品の検出

率に比べてやや低い値である.これらの検出率は空中浮

遊菌の場合は空気の採取法によっても相違するが，試料

採取の地理的相違もかなり認められる.

Mycotoxin Production of Fungi on Commercial 

Foods 

H. Hitokoto， S. Morozumi， T. Wauke， S. Sakai and 

H. Kurata: Mycotoxins in Human and Animal 

Health， 479， 1977 

Mycotoxin production was investigated in 27 kinds 

of commercial foods artificially inoculated with following 

representative toxigenic fungi， i. e.， aflato"in-

producing strain of Asρergillusρarasiticus NRRL-

3000， sterigmatocystirトproducigstrain of A.官ersicolor

1-20-b， ochratoxin.i¥-producing strain of A. ochraceus 

シナモン成分中の新抗真菌物質について

諸角霊:真菌と真菌症， 19(2)， 172， 1978 

シナモン粉末から抗真菌活性物質の単離を試み，強い

抗真菌活性を有する orthomethoxycinnamaldehydeを得

た.本物質は C1oHlO02，分子量162， 熱に安定， 水に

難溶で多くの有機溶媒に易溶な淡黄色薄片状結品であ

る.また，本物質は供試した4菌種のmycotoxin産生菌

の発育を 100~200μgjml の濃度で完全に阻止し，各菌

の毒素産生を 6.25~50μgjml で90%以上阻害した.さ

らにこの物質は Microsporumcan胞を始めとする 5種の

皮膚糸状菌に対して強い抗菌活性 (MIC;3.12~6. 25pg 

jmめを示した. しかし抗細菌作用は 50pgjmlの濃度

でも発現しなかった.

Inhibitory Effects of Condiments and Herbal 

Drugs on the Growth and Toxin Production of 

Toxigenic Fungi 

H. Hitokoto， S. Morozumi， T. Wauke， S. Sakai 

and I. Ueno: Mycoρathologia， 66 (3)， 161，1978 

The effects of thirteen kinds of powdered herbal 

drugs and seven kinds of comm~rcial dry condiments 

on the growth and toxin production of Asρergillus 

ρarasiticus， A. flavus， A. ochraceus， and A. 

versicolor were observed by introducing these substances 

into culture media for mycotoxin production. 

Of the twenty samples tested， cinnamon bark 

completely inhibited the fungal growth， while the 

other only inhibited the toxin production. 

The inhibitors were easily extracted from the 

samples with solvents such as hot water， chloroform， 



or ethanoJ. 

The extracts from coptis， philodendron bark， 

mustard， green tea leaves， and zanthoxylum completely 

inhibited the aflatoxin production of A.ρarasiticus， 

however， they had little or on inhibitory effect against 

A. flavus. 

Fungal Contarnination and Mycotoxin Detection 

of Powdered Herbal Drugs 

H. Hitokoto， S. Morozumi， T. Wauke， S. Sakai and H. 

Kurata:Aρρ1. Environ. Microbiol.， 36 (2)， 252， 1978 

Forty-nine powdered herbal drugs were analyzed for 

their mold profile and for the potential presence of 

three mycotoxins (aflatoxin， sterig~atocystin， ochra-

toxin A). Asρergillus and Penicillium species were 

predominant， but Rhizoρus， Mucor， Cladosporium， 

and Aureobasldium S1ゆ werealso found in a few 

samples. Mycotoxins were not detected in any samples， 

and only one isolated culture was found to be a 

mycotoxin producer on laboratory media. 

Isolation， Purification， and Antibiotic Activity 

of 0・Methoxycinnarnaldehydefrorn Cinnarnon 

S. Morozumi: Appl. Environ. Microbiol.， 36 (4)， 

577， 1978 

o-Methoxycinnamaldehyde has been isolated and 

purified from powdered cinnamon. The compound 

inhibits the growth and toxin production of mycotoxin-

producing fungi. The substanc巴 completelyinhibited 

the growth of Asρergillusρarasiticus and A. flavus 

at 100μg/ml and A. ochraceus and A. versicolor 
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下水からのウイルス分離

岩崎謙二，薮内 清，矢野一好，柴田タツ美:臨床と

ウイノレス， 6 (3)， 55， 1978 

都内の定地点において定期的に逐月採取した下水検体

について行なった1967年 8 月 ~77年12月までのウイルス

検索成績に基づいて，過去12カ年聞に都民の閑で発生し

たエγテロ，アデノ， レオ諸ウイルス感染流行の年次推

移および季節消長を解析するとともに，住民個人検体か

らのウイルス検出状況との対比を行なって下水ウイルス

の疫学的意義を究明した.

下水から検出されるウイルス種類は非常に多種多様で

あるが，高頻度に検出されるウイルス種類はほとんど毎

年変ぼうした.総括的にみるとコクサツキ-B群および

エコーの各型ウイルスの感染主流行は単年次で終息し，

5~7年の間隔をおいて同型ウイルスの主流行は再び発

生し，またアデノ， レオの各型ウイルスの主流行は次年

にわたって発生する傾向があった.

コクサツキーB群およびエコ{各型ウイルスの感染は

夏季に多く発生し，アデノ， レオ各型ウイルスの感染は

四季を通じて発生することも明らかにできた.

下水検体から検出されるウイルス種類およびその季節

消長パタ{ンは同時併行して実施した住民とくに幼児か

らのウイルス検出状況とよく一致することから，住民に

おける腸管系ウイルス感染実態は下水の中のウイルス分

布に密接に反映していることが推察できた.

腸管系諸ウイルスの感染は不顕性の経過で終ってしま

うことが多いため，全体の感染実態をは握するには，健

康住民の検体をも含めた広汎な検索が必要である.下水

はそのような目的の調査にはもっとも適した検体であ

る.

at 200μg/ml. It inhibited the production of aflatoxin エンテロウイルスの検査法

B1 by over 90% at 6. 25μg/ml， ochratoxin A at 25μg/ 岩崎謙二:臨床とウイルス， 7 (1)， 71， 1979 

ml， and sterigmatocystin at 50μg/ml. The substance ェγテロウイルスの諸検査は現在非常に一般化した技

also displayed a strong inhibitory effect on the growth 術となっており，検査目的ばかりでなく研究目的にも広

of five dermatophytoses species， e. g.， Microsρorum く利用されている.近年のエンテロウイルス検査法は技

canis (minimum inhibitory concentration， 3. 12 to 術の面でもまた応用分野の聞でも多くの改良発表をみて

6.25μg/ml). However， no antibacterial effect was いる.本誌ではそれらの概要を解説紹介した.

observed at concentrations as high as 50μg/ml. 

A群溶連菌の疫学

大久保暢夫:MEDICO 9， (10)， 3， 1978 

A群溶連留について，学童における保菌率，菌型およ

びその抗生物質感受性等の最近の調査成績を述べた.

Protein A Affinity Chrornatography分屑と血清

反応

武士俣邦雄，掘幹郎，大久保暢夫:VD， 59， 21， 

1978 

現在用いられている梅毒の各検査法は，その特異的な

反応原理を異にしているため，同一試料でもおのおのの
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検査成績が一致しないことがあるうえ， Cardio1ipin を

抗原とする反応では BFPを呈する場合もある.そこで，

これらの原因を解明し，より精度の高い検査法に改良す

る目的で，各検査の反応に関与する血清成分の研究を行

なうことにした.その第一段階として IgGのし 2およ

薬の種類により著しい差は認めなかった.以上の結果か

ら，生薬がカピ汚染により変質または変敗，場合によっ

ては rnycotoxin汚染の危険性のあることが示唆され

た.

び4の各サブクラスなどが ProteinAに結合されるとい 食品等の安全性に関する調査研究

う性質を利用し，梅毒血清の AffinityChrornatography 

を行ない，各分屑の検査成績について検討をした. 食品中のブドウ球菌ヱンテロトキシンの簡易迅速検出

まず，ヒト血清の ProteinA・SepharoseCL-4Bを坦 法

体とした Chrornatography では，未、結合部分， 0.5M 五十嵐英夫，山田澄夫，寺山 武:モダンメディア，

酢酸で溶離される IgGなどを含んだ結合部分，さらに 24 (10)， 519， 1978 

は 0.5M酢酸溶出に続いて溶出液を PBS に変換する ブドウ球菌食中毒は本菌が食品中で増殖し，産生した

と溶出される部分を光学的に確認した.次にこれらの各 毒素を含んだ食品をヒトが喫食することによっておこる

分画液を CentriflowMernbrane CF-25を用いて濃縮 急性胃腸炎である.その最もよい診断法は推定原因食品

し，使用血清容量に調整して各検査を行なった.その結 からエンテロトキシシを直接証明することである.その

果，全血清における抗体価が， VDRL 1 : 2， CF 1 : 32， ため，多くの研究者がエシテロトキシγの種々の検出法

TPHA 1: 320および IgG・FTA 1: 320 であったの を考案してきた.著者らは，逆受身赤血球凝集反応 (R

に対し， Protein A 未結合部分および 0.5M酢酸溶出 PHA法〉を再検討して，特異性と検出感度の高い，筒

後に PBSで溶出される部分では，いずれの検査方法で 易迅速化のできる RPHA法を確立し，エシテロトキシ

も抗体価は認められなかった.しかし， 0.5M酢酸溶出 γA~Eの検出のための日常検査に応用し，好結果を得

部分では TPHA法だけではあるが 1: 80の抗体価を ていることを述べた.

認めた.そこで， 0.5M酢酸で溶出される部分のTPHA

抗体価について調べたところ， 全血清で 1: 1，280のも

のが陰性となったり，陰性であったものが 1: 1，280に

なるような特殊な現象も観察された.これらの問題点に

ついてさらに検討を行なう.

カルシウム，リンおよびマグネシウム出納におよ(g;す

綿合メタリン酸塩の影響

山岸達典，森本キミ，堀井昭三，関博麿，大西和夫

:栄養と食糧， 31 (5)， 465， 1978 

飼料中の正リ γ酸塩類を縮合メタリン酸カリウムに置

医薬品等の安全性に関する調査研究 換してラットに投与して Ca，Pおよび Mg出納におよ

ぼす影響を観察した.それらの結果を要約すると次のと

粉末生薬における汚染力ピ おりである.

西川洋一，瀬戸隆子，安田一郎，一言広，諸角 聖， 1) 体重増加:実験群のラット体重は対照群のそれと

坂井千三:生薬学雑誌， 32 (3)， 15， 1978 比較して増加する傾向を示した.

生薬の汚染カピおよび rnycotoxin汚染の危険性を把 2) Ca， Pおよび Mg出納:実験群の Ca吸収率は，

援するため， 1975年東京市場品の日本薬局方生薬粉末 '対照群のそれと差はなかったが尿中排准量が少ないた

(500g包装)13種49検体についてその実態を調査した め，体内保留率は対照群より実験群のほうが高く， Mg 

結果， aflatoxin， ochratoxin Aおよび sterigrna tocys tin 吸収率は実験群のほうが低いが尿中排池が少ないため体

による汚染は認められなかったが，オウレシ末などの10 内保留率は対照群より多い.またPの吸収率，体内保留

種には多数の糸状菌が認められ，カシゾウ末の 1検体よ 率も実験群のほうが高く， Ca， Pおよび Mg ともに対

り分離した Asρergillusflavusに aflatoxin B 1 および 照群との間に有意な差が認められた.

B2産生性が認められた.一方ケイヒ末， サンショウ末 3) 屍体の Ca，Pおよび Mg量:屍体の Ca，Pお

およびキキョウ末においては汚染カピ数が比較的少な よび Mg量は，実験開始時，終了時いずれの時期も対

かった.なお汚染カピ中高頻度に見いだされた菌属は 照群と実験群との聞に有意な差が認められなかった.た

Penicillium (49.6%) および Asρergillus(49.0%) だし開始時と終了時ではいずれの群も Ca，P量はま首加

で Asρergillus中 A.niger菌群が 52.4%を占め最も したが， Mg量は逆に低下した.

高頻度に検出された.これら菌属および菌群の分布は生



サリノマイシンおよびモネンシンの生物学的検査法の

検討

松本昌雄，神崎政子，村上一:昭和53年度食品衛生

調査報告書 1979

昭和53年9月の「飼料及び飼料添加物の成分規格に関

する省令」の一部改正にともなって，サロノマイシシと

そネンシンの抗コクシジウム剤 2種が新たに使用許可さ

れるに至った.そこで，鶏の組織中に残留する両抗コグ

シジウム剤の検査法を確立する目的で，すでに報告され

ている残留検査法について追試検討を行って，それぞれ

の微生物学的検査法を作成した.

アンピシリンおよびエリスロマイシンの生物学的検査

法の検討

松本昌雄，神崎政子，村上ー:昭和53年度食品衛生

調査報告書 1979

近年，アンピシリン並びにエリスロマイシンが，動物

治療薬として広汎に使用されるに至り，それらの食肉へ

の移行残留が懸念され，食品衛生上それらの残留検査法

の確立が望まれている.そこで，食肉中に残留する両抗

菌性物質について基礎的実験検討を行って，それぞれの

微生物学的簡易検査法を作成した.

食品中のマイコトキシンに関する研究(第8報〉 穀

類中のトリコテセン系マイコトキシン試験法

上村 尚，西島基弘，斉藤和夫，高橋尚子，井部明

広，落合節子，直井家誇太:食衛誌， 19 (5)， 443， 1978 

赤カピ (Fusarium属菌〉による穀類の汚染がしばし

ば発生しており，その有毒代謝産物であるトリコテセシ

系マイコトキシン(以後トキシンとする〉によると考え

られる中毒が発生している.自然汚染穀類から分離した

各種の Fusarium属菌は培養によりいずれも複数のト

キシシを産生ずることが報告されている.

そこで我々は，数種のトキシンによる複合汚染を考

え， 6種類のトキシシ (Deoxynivalenol，Nivalenol， 

Fusarenon・X，Diacetoxyscirpenol， Neosolaniolおよび
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た.

小麦粉，大麦，コ {γおよび精白米にトキシシを添加

し，本法を適用したところ， Neosolaniol付近に妨害ピ

ークが現れ，定量値に影響を与えたが，他については特

に妨害がみられず，回収率は68~101%であった.

市販穀類およびそれらの製品42検体について本法を適

用したところ，いずれからもトキシンは検出されなかっ

た.

食品加工時におけるトリコテセン系マイコトキシンの

消長

上村 尚，西島基弘，斉藤和夫，高橋尚子，井部明

広， 落合節子， 直井家寄太 :Proc. Jaρ Assoc. 

Mycotoxicol.， 8， 14， 1978 

最近，我が国産麦から，赤カピの代謝産物であるトリ

コテセシ系マイコトキシン(以後トキジンとする〉のう

ちで Deoxynivalenolおよび Nivalenolの自然汚染例が

報告され，その汚染実態が明らかになってきた.

そこで我々は，穀類および小麦粉などの食品原料が汚

染された場合，それら原料を用いて調理または食品加工

した際，熱あるいは食品添加物などによりトキシγが分

解するかどうかモデル実験を行い検討した.

調理加工では「焼くJ["煮るJ["揚げる」などの処理を

する場合が多い.そこでそれらの代表的な食品としてパ

シ，イシスタントラ{メン， うどんを選び，原料に6種

類のトキシン(Deoxynivalenol，Nivalenol， Fusarenon.X， 

Diacetoxyscirpenol， N巴osolaniolおよび T-2toxin)を

添加した後，パγは2100で20分間オ{ブン中で焼いた.

イシスタシトラ{メ γは1400の泊中で2分間揚げた. う

どんは沸とう水中で10分間ゆでた.

それぞれの食品を作製した場合のトキシンの残存率は

パンでは40~67%程度が残存した.イ Yスタシトラーメ

シは DeoxynivalenoliJ'28%程度， Nivalenolが32%程

度残存するが他のトキシンは検出されなかった. うどん

は41~68%程度が残存することが判明した.

T-2 toxin)の同時分析を試み，試験法を検討した. 食品中のマイコトキシンに関す'.)研究(第g報〉 乳

抽出は，粉砕した試料にメタノールを加え振とう抽出 製品中の AfIatoxin分析法および汚染実態調査

を行った.抽出後の精製操作では有効なカラムクロマト 斉藤和夫，西島基弘，上村尚，井部明広，落合節

グラフィ用担体の検討が従来から望まれていたが，アン 子，直井家欝太:食衛誌， 20 (1)， 27， 1979 

ノミーライト XAD-2カラムとフロリジルカラムを使用す Aflatoxin Blおよび B2 に汚染された飼料をウシが

ることにより，この問題を解決することができた.グリー 摂取した場合， aflatoxin M1および M2に代謝され-

Yアップした後のトキシγのTMS誘導体は， 2%OV一 部乳に移行することから，乳製品が aflatoxinに汚染さ

17を用いたガスグロマトグラフイ{により分離，安定性 れている可能性が十分考えられる.

および感度のいずれの点においても良好な結果が得られ そこで著者らは市販調製粉乳 113検体，脱脂粉乳16後
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体，コンデンスミルク56検体，生クリ{ム13検体およびチ 武士俣邦雄，霜田さと子，小笠原公，道ロ正雄，三

{ズ83検体について aflatoxinの汚染実態調査を行った. 宅 勉，山下千恵，斎藤公志，島崎秀雄，小林幸三，台

その結果輸入ナチュラルチ{ズ17検体より M1 が 0.2~ 岡良雄，三木博:東京都衛生局学会誌， 62， 256， 1979 

1. 3ppbの範聞で検出された. 最近，多摩食肉衛生検査所において，と殺プタの臨床

チーズの aflatoxin汚染はその製法また由来などを考 病理所見から，ポルフィリン症を疑わせる異常症例が観

えた場合，部分汚染でなく製造ロットごとに均一に汚染 察され，その診断と病因の究明が要望された.

されていることが考えられる.またチーズはすべての部 現在，ブタ肉は庶民の動物性のタンパク質および脂質

分が可食部であること，また近年消費が増大しているこ の供給源でもあり，ヒトに及ぼす二次的影響を考える

となどから，たとえ低濃度汚染であっても検出されたこ と，栄養食品としての品質の確保は衛生行政上からも重

とは M1が強力な発ガン物質であることから食品衛生上 要なことである.そこで著者らは，その異常症例ブタに

特に留意する必要がある. ついて血清を用いた臨床生化学的定量検査を行なうとと

クロレラの衛生学的研究(第1報〉 クロレラ錠摂取

によQ光過敏性皮膚炎の原因物質とその生成過程につい

て

田村行弘，真木俊夫，嶋村保洋，西垣進，直井家議

太:食衛誌， 20 (3)， 173， 1979 

昭和52~三 4 月，クロレラ錠服用者間で顔や手の甲を主

とする皮膚炎が続発し，東京近郊に23名の患者が発見さ

れたので原悶究明を行った.生物試験と化学試験の結

果，この皮膚炎は光過敏症であり，当該クロレラ錠に多

量含まれた chlorophyll分解物の関与により起きたこと

を明らかにした. また chlorophyll分解物の主体は，

pheophorbide a とそのエステル類であり，乾燥クロレ

ラ原末中の chlorophyllaseによる chlorophyll の分解

が，頼粒製造に使われた含水エタノ{ルにより促進され

て生じたことをつきとめた.

生活環境保全に関すQ調査研究

Isolation and Identification of 1，3，5・Trichloro・
2・.(4・nitrophenoxy)benzene(CNP) in Shellfish 

Tatsunori Yamagishi， Kazuyuki Akiyama， Masatoshi 

Morita， Rieko Takahashi and Hajime Murakami: J. 

Environ. Health， B13 (4)， 417， 1978 

1，3，5・Trichloro-2-(4-nitrophenoxy)benzene (CNP)， 

a widely used herbicide in ]apan， has been identified 

in environmental biota for the first time. CNP was 

iso!ated from mussel collected in Tokyo Bay and 

confirmed by GC・MS，IR and UV spectra. The 

residual lev巴lsof CNP in the shucked samples was 

approximately 1ppm on wet basis. 

ブタのポルフィリン尿症に関すQ研究(第 1報〉 一

時尿中のふALAおよび Cpの濃度について

もに，尿中に排i世されるデルタ・アミノレプリン酸 (d-

ALA)およびコプロポノレフィリン (Cp) をも定量的に

分析した.

この異常ブタの臨床生化学的定量値を総合的に判定し

たところ，溶血性でない強度の貧血を伴なっているう

え，心臓および骨あるいは腎臓の異常が疑われたが，主

因については明らかにできなかった.

また，臨床所見的に正常であったブタ (n=51) の尿

中 d-ALAおよび Cpの推測統計的平均を求めたとこ

ろ， d-ALA: 3.71土1.78mg/1 (CV =0.4799， n=49) 

および Cp: 92.5土22.9μg/l(CV=0.2480， n=50)で

あり，この時の棄却限界上限値は， d-ALA: 8.59mg/1 

および Cp: 155.3μg/lであった.

これらの成績にくらべ， 異常を認めたプタの尿中 d-

ALAの濃度 35.0mg/1は正常なブタの棄却限界上限値

の4倍強であり， Cpの濃度 8996.5μg/lも正常ブタの

棄却限界上限値の57.9倍にも達しており，このブタは原

因不明の広義のポルフィリン尿症として診断された.

フ。タのポ}(.，フィリン尿症に関する研究(第2報〉 ふ

ん便および胆汁中のポルフィリン体について

武士俣邦雄，霜田さと子，小笠原 公，道口正雄，三

宅勉，山下千恵，斎藤公志，島崎秀雄，小林幸三，吉

岡良雄，三木博.東京都衛生局学会誌， 62， 258， 1979 

前報において，正常なブタの一時尿中 d-ALAおよび

Cpの濃度水準を推測統計的に求め， 臨床所見に臭A常が

あったブタが広義のポルフィリ γ尿症であったことを述

べた.

一般に，ポルフィリン尿症の検索には，ふん使中に排

池されるポルフィリン体(ポ体〉の検査も，診断上の意

義が認められている.そこで著者らは，飼育中のブタの

ふん使を拾収して各種のポ体を分画定量するとともに，

ふん便中にポ体をもたらす胆汁についてもと殺ブタの胆

のうから採取して同様な定量を行なった.
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1) ふん使中の Cp量(n= 39)のF分布の危険率 1% 発した.なお，この他には，貧血に伴なう変化が主体で

水準における棄却検定後の平均値は 27.5土13.8μg/wet ある各種の病理組織の異常が観察された.

100g (CV =0.5023) であり， その棄却限界上限値は 以上三報にわたってブタにおける広義のポルフィリン

65.9μg/100gであった. また，危険率 5%水準におけ 尿症について述べたところであるが，消費者に安全で品

る棄却後の平均値は 21.9土6.7μg/100g(CV =0.3019) 賀のよいブタ肉を供給するためにも，こんごその原因に

となり，この時には棄却限界上限値35.9μg/100gよりも ついて究明する必要があると考える.

高値であった7例が棄却された.なお，プロト，ベシプ

トおよびデュテロの各ポルフィリン体はきわめて微量で

あった.

2) 正常プタの胆汁中 Cp濃度の変動率は19.49%で

あり， その平均値は 53.6土10.5μg/dlであった. こ

れに対し， 異常プタ 5 例の Cp 濃度は 4， 460~10， 469

μg/drに及ぶ高濃度を示した.この異常プタの中には前

報で広義のポルフィリ γ尿症として診断したものもあ

り，他の 4例jも同症として診断される.さらに，正常ブ

タのウロおよびプロトの各ポ体は低濃度であったが，異

常ブタのそれらは 1，000倍以上にも達する濃度であっ

た.

ブタのポルフィリン尿症に関す，.;研究(第3報〉 臨

床および病理組織学的所見について

山下千恵， 島崎秀雄， 斎藤公志，三宅勉，小林幸

三，吉岡良雄，三木博，武士俣邦雄，霜田さと子，小

笠原公，道口正雄:東京都衛生局学会誌， 62， 260， 

1979 

前二報において， 臨床所見に異常を認めた 2殺ブタ

が，臨床生化学的検査にもとづいた成績によって，広義

のポルフィリ γ尿症として診断されたことについて述べ

たが，本報においては，その外観および病理組織学的観

察などについて報告する.

このような異常ブタは， 1978年 6月から 1979年 1月

までの期間に14頭が確認され，各ブタは発育の遅れ，高

度の貧血，ブドウ酒色調尿などが認められ，血液塗抹標

本では赤血球の大小不同，変形赤血球，多染性赤血球お

よび赤芽球の出現が顕著であった.しかし，ポルフィリ

ン症特有の光線過敏症性病変は怠畜が生後6ヶ月前後で

あることや，飼育畜舎が直射日光をしゃへいする構造で

あるため，著明な症状を示したものは 1頭のみであっ

た.

ポルフィリン体の生化学的研究 (W) コブロポルフ

ィリンの標準物質と回収試験

武士俣邦雄:衛生検査， 27 (9)， 1065， 1978 

尿中に排i世されるコプロポルフィリンの検査は，ポル

フィリン症や鉛中毒などのスクリーニングに際して行な

われる.この尿中コプロポノレブィリシの定量分析につい

ては，分光光度計あるいはけい光光度計を用いて，特異

波長における吸収強度または発現するけい光の強さを計

測して，定量値を求めている.しかし， いずれの方法

も，その分離精製操作の繁雑さや分析再現性が乏しいこ

と，さらには回収率が低いことなどのために，分析値の

信頼性が問題になっている.そこで著者は，すでに報告

した尿中コプロポルフィリンの定量分析法にもとづい

て，標準物質の適性と使用方法に関する吟味および定量

分析の精度を評価する分析再現性と回収試験の方法など

について検討したので報告する.

1) 吸光度法で尿中コプロポノレフィリンの定量分析を

行なう場合には，標準液を用いずに Allen の補正によ

る吸光度から係数法で定量値を算出することが望まし

L、.
2) 抽出溶媒としてエチルエーテルを用いる方法にお

いては，その抽出前にヨ{ドによる酸化処理を行なった

方が分析再現性はよい結果であった.

3) ヒトのふん使から調製した標準物質を使用した場

合の平均回収率は42.28土17.41%という低い結果であっ

た.

4) ウマ血球から調製した標準物質を使用した場合の

平均回収率は26.09土8.21%と極めて悪い結果であった.

5) 分析再現性が 98.98%であった尿を，別の10人の

尿と等量混合した場合の回収試験では，その平均回収率

は99.55土2.01%というほぼ完壁な回収結果であった.

また，これらのブタについて組織病理的に鋭察したと Tail Rotation， An Early Neurological Sign of 

ころ，いずれの例も骨髄および肝，牌，腎，肺の各臓器 Methylmercury Poisoning in the Rat 

ならびに各リンパ節髄質，副腎皮質，下垂体前菜などの Gen Ohi， Susumu Nishigaki， Hironobu Seki， 
細網内皮系細胞，腎の尿細管上皮細胞，管腔内架片，骨 Yukihiro Tamura， Isao Mizoguchi， Hiroshi Yagyu 

梁にいたるあらゆる組織がカッ色に着色しており，明ら and Kazuo Nagashima: Environmental Research， 

かなポルフィリン頼粒の沈着を示す特有の赤色けい光を 16， 353， 1978 
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All of 95 Wistar rats on a diet containing 20ppm the method of numerical taxonomy of Sokal and 

of methylmercury and O.lppm of selenium displayed Sneath (1963). From both dendrograms (Q・type) of 

“tail rotation" namely， sustained vigorous circling correlation-and distance司coefficient， i t was considered 

movement of the tail when held up by the trunk， that mite and insect faunas on two seats(in show-hall and 

for 2 to 3 weeks prior to the onset of weight loss lobby) or th巴 faunason three floors (in lobby， food-

and of crossing andjor ataxia of the hind legs. With stand and show寸lall)have some correlation and the 

the onset of tail rotation morphological changes in faunas of some theaters have some similarity. At 

'the nervous system involved only the peripheral sensory R-type (the convers巴ofordinary Q・type)，D. farinae 

nerves and their terminal corpuscles: mercury I巴vels and D. pteronyssinus were grouped to show some 

in the brain were two-thirds as high as those associated ecological relationship， and they seemed to correspond 

with crossing and ataxia of the hind legs. Ablation to the characteristic of some theaters' grouping of 

of visual and ear function did not seem to affect its Q-type. Th巴 resultsof principal component analysis 

directionality or velocity. This sign appears to be an inclined to correspond to those of the dendrograms. 

earlier manifestation of p巴ripheralsensory neuropathy These analyses give a help for understanding of 

induce.d by methylmercury. theaters' sanitary states. 

Mite and Insect Fauna in Dusts of Theaters in 医学的見地より見た N02環境基準

Tokyo I. Taxa and Sea目onalDistribution 溝口勲:人間と環境， 4 (2)， 11-18， 1978 

11. Analysis by Dendrogram Method and Principal 1978年3月，中公審の「二酸化窒素に係る判定条件等

Component Analysis についての専門委員会」報告にひき続き， 7月環境庁は

〈付記:デンドログラム分析法の説明，コンピュータ それまでの環境基準を一挙 3倍以上もゆるめる環境基準

{のプログラムと実例〕 の改定を告示した.この環境基準改定の意味するものを

Eikichi NAKADA: Rゆortof Tokyo Metro仰 litan 医学的，公衆衛生学的見地から検討した.健康の概念を

Research Laboratory of Public Health， 33， 34p.， 幅広く理解することの必要性から入札判定条件から環

1978， Tokyo Metropolitan Research Laboratory of 境基準設定のための必須のステップとして安全率の欠落

Public Health を指摘した.また判定条件そのものの解析上の不備とし

I. Dust samples were collected with a vaculim て発癌に関連する論文の不備，オキシダント発生要因と

sweeper from seats and floors of twelve theaters in しての見方の欠落を述べた.さらに疫学調査批判論に対

Tokyo in summer and winter. Mites and small する反論として一方での疫学方法上の改善と同時にデ{

insects in dusts were separated by the floatation タによらなL、いくつかの批判を再批判した.

method of saturated sodium chloride solution. More 

than 64 species belonging to 32 families of mites wer(' 

identified. The most collected mites were Dermato・

ρhagoides farinae and D. pteronyssinus of Pyro-

glyphidae which being found in the living state were 

especially numerous at the summer collection. A 

number of the tropical rat mite， Ornithonyssus bacoti， 

was recovered. The pyroglyphid mites were significantly 

more collected from the seats than from the floors 

and they were more numerous in summer than in 

winter. AIso they were more numerous on felt or 

cloth seats than on vinyl seats. Mostly dead Psocoptera 

insects were collected 'more from the floors than from 

the seats. 

II. Mite and insect fauna in dusts was analyzed by 

藍藻 Osci11atoriasplendida によるカビ臭物質

geosminの産生

松本淳彦， 土屋悦輝:日本水処理生物学会誌， 14 

(2)， 12， 1978 

水道水源のカピ臭発生は全国的な現象として問題とな

っている.湖沼や貯水池では40%以上がカピ臭問題をこ

うむっており，それぞれの浄水場では処理法で苦慮して

いる.カピ臭発生原因は放線菌，藍藻によることがほと

んどであるが，後者については文献が少なく，発生機構

も未知なことが多い.

本文では，藍藻の一種 Oscillatoriasplendidaを単一

分離培養じ， その増殖量と臭気物質量との関係を論じ

た.照度 1，OOOlx， 250培養下では4週後で最大増殖に達

し，5週間後に最大2.3mgjlの geosminを産生し，臭

気濃度は10，000に達した.
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Makoto Ohashi : Problems in methodology of 五十嵐英夫，新垣正夫，高橋正樹，潮田 弘，寺山

antibiotic sen目itivitytesting 武，岡村奈緒美:ブドウ球菌コアグラーゼの免疫学的特

The SEAMIC ConferencejSeminar(Tokyo) (1978. 異性の検討ー特にコアゲラーゼII裂とIII型について

11) 第52回日本細菌学会総会 (1979.4) 

Makoto Ohashi : Problem of food-borne infections 五十嵐英夫，新垣正夫，高橋正樹，潮田 弘，寺山

and bacterial food poisoning in Tokyo 武，坂井千三食品中での黄色ブドウ球菌の増殖とエン

The 43rd Academic Meeting of Korean Society テロトキシン (A~E) 産生ーカスタードクリームのシ

for Microbiology (1979.4) ヨ糖の影響ー

五十嵐英夫，森田隆司，岩永貞昭:アフィヱティ・ク

ロマトゲラフィによるブドウ球菌コアゲラーゼの精製と

その性状について

第25回毒素シシポジウム (1978.7) 

潮田弘，辻明良，小川正俊，五島瑳智子，寺山

武，坂井千三:臨床材料および健康人由来表皮ブドウ球

菌の生残におよIますRH(相対湿度〉などの影響

昭和53年度ブドウ球菌研究会(1978.9) 

天野祐次，小野川尊，市瀬正之，平石浩，善養寺

治，寺山 武東京都内住民からのサルモネラの検出と

分離菌株の菌製および薬剤感受性について

第27回日本感染症学会東日本地方会総会(1978.10)

市瀬正之，小野川尊，天野祐次，平石浩，善養寺

浩，寺山武:1976， 77年の2年間に都内健康者から分

撤されたサルモネラのR因子について

第27回日本感染症学会東日本地方会総会(1978.10)

五十嵐英夫，新垣正夫，山田澄夫，潮田 弘，寺山

第37回日本食品衛生学会(1979. 5) 

五十嵐英夫，森田隆司，岩永貞昭:アフィニティ・ク

ロマ卜グラフィによ~ブドウ球菌コアゲラーゼの精製と

その性状

第51回日本生化学会 (1978.10)

Terayama， T.， Igarashi， H.，Yamada， S. and Shingaki， 

M. : Detection of staphylococcal enteroto:idns in 

incriminated food of food poisoning outbreaks by 

reversed passive hemagglutination 

U. S. -]apan Intersociety Microbiology Congress 

(1979. 5) 

伊藤武，斉藤香彦，稲葉美佐子，坂井千三:ウェル

シュ菌下痢症の毒素学的迅速診断j去に関す~研究

第 9回嫌気性菌感染研究会 (1979.2) 

伊藤武，斉藤香彦，稲葉美佐子，坂井千三:ポツリ

ヌス菌の生態学的研究 2. 東京都内の土壌におけ~本菌

の分布

第87回日本獣医学会 (1979.4) 

武，坂井千三:黄色ブドウ球菌の増殖とエンテロトキシ 伊藤武，斉藤香彦，稲葉美佐子，坂井千三 :Clostri-

ン (A~E) 産生におよ{ますショ糖の影響 dium perfringensのヱンテロ卜キシン産生用培地に関

第36回日本食品衛生学会 (1978.12) する検討

第52回日本細菌学会総会 (1979.4) 

潮田弘，辻明良，小川正俊，五島瑳智子，坂井千

三，寺山武:各種臨床材料および健康人由来 Staphy- 伊藤武，柳川義勢，丸山務，斉藤香彦，稲葉美佐

lococcus epidermidisの生物裂ならびに両由来株の生 子，甲斐明美，坂井千三:1967年から1978年までに東京

残におよ[ますRH(相対湿度〉および動物血清の影響 都内で発生した細菌性食中毒の起因菌の動向について

第52回日本細菌学会総会 (1979.4) 第53回日本感染症学会総会 (1979. 4) 

五十嵐英夫，高橋正樹，岩永貞昭，森岡隆司:発色性合 Takeshi Itoh， Kahiko Saito， Misak6 Inaba and 

成基質を用いたブドウ球菌コアゲラーゼの定量i去の検討 Senzo Sakai : Detection of Clostridium pel泊戸ingens

第52回日本細菌学会総会 (1979.4) Enterotoxin from Feces of Food Poisoning Cases 

The 14th ]oint Conference， U. S. -]apan Cooperative 



276 

Medical. Science Program， Cholera Panel (1978. 9) 

Sakai， S.， ltoh， T.， Saito， K.， lnaba， M.， Ohashi， 

M.， Takahashi， M. and Yamamoto， 1. :Experimental 

Gastroenteritis due to Clostridium perfringens in 

Cynomolgus Monkeys : Histopathology and Entero-

toxin Study 

U. S. -Japan Intersociety Microbiology Congress 

(1979. 5) 

Kudoh， Y.， Yamada， S.， Matsushita， S.，Ohta， K.， 

Tsuno， M. and Ohashi， M.: Detection of heat・

labile enterotoxin of Escherichia coli by reversed 

passive hemagglutination test with apecific im-

munoglobulin against cholera toxin 

The 14th Joint Conference， U. S. -Japan Cooperative 

Medical Science Program， Cholera Panel (1978. 9) 

(1979. 5) 

諸角聖，一言広，和字慶朝昭，坂井千三，上野芳

夫:シナモン成分中の新抗真菌物質について

第8回マイコトキシン研究会(1978.7) 

一言広，諸角聖，和字慶朝昭，坂井千三:国産お

よび輸入雑豆の力ビ汚染について

第37回食品衛生学会学術講演会(1979.6) 

加納桑子，横田 健:ナイジエリアで得た多剤耐性エ

ルトーJ(..型コレラの Rplasmid 

第7回薬剤耐性菌シンポジウム (1978.8) 

Takako Kanoh， Takeshi Yokota， Tatsuo Yamamoto 

and Shogo Kuwahara: Two Conjugative R Plasmids 

Obtained from Vibrio cholerae (Biotype Eltor) 

Isolated in ~igeria， 1977 

Kudoh， Y.・Comparativestudies on procedure for The 14th Joint Conference， the United States-Japan 

antibiotic sensitivity testing Cooperative Medical Science Program， Cholera Panel 

The SEAMIC ConferencejSeminar 1978 (1978.11) (1978. 9) 

工藤泰雄，松下秀， 山田澄夫，津野正朗，太田建 Takeshi Y okota， Reiko Sekiguchi， Tatsuo Yama-

爾，甲斐明美，坂井千三，大橋誠:大腸商工ンテロト moto， Teruyo lto， Takako Kanoh and Shogo Kuwa-

キシンに関する研究 (6) 海外旅行者下痢症分離株の hara: Enterotoxin Plasmids Genetically Labeled 

毒素産生性 with a. Drug-Resistance Gene (Transposon) and 

第52四日本細菌学会総会 (1979.4) Its Application to Adenylate Cyclase圃LessMutants 

工藤泰雄，山田澄夫，津野正朗，太田建爾，松下秀，

坂井千三，大橋誠東京都における輸入感染性腸炎の

細菌学的検討 (1978年〉

第53回日本感染症学会総会 (1979.4) 

。fEscherichia coli 

The 14th Joint Conference， the United States-Japan 

Cooperative Medical Science Program， Cholera Panel 

(1978. 9) 

加納実子，横田 健:コレラ菌由来 R-PlasmidpJT-

工藤泰雄，松下秀，山田澄夫，甲斐明美，丸山務， 17の伝達頻度

坂井千三，大橋誠:毒素原性大腸菌による下痢症一 第52回日本細菌学会総会 (1979.4) 

1967~1977年の11年聞に遭遇した集団発生例についてー

第53回日本感染症学会総会(1979.4) 大久保暢夫，堀幹郎，武士俣邦雄:Affinity Chro-

matography分屑と血清反応

Kudoh， Y.， Ohta， K.， Tsuno， M.， Matsushita， S.， 第四回トレポネマトーゼ研究会 (1978.8) 

Sakai， S. and Ohashi， M. : Serologic and biological 

characterization of Vibrio parahaemolyticus iso- 飯塚純子，柴田 実，浅香治美，大久保暢夫:先天性

lates in Tokyo， especially enteropathogenic toxin 代謝異常症のマススクリーニンゲについて

(Kanagawa hemolysin) production of them 第62回東京都衛生局学会 (1979.5) 

estimated by a microquantitative technique 

U. S. -Japan Intersociety Microbiology Congress Nobuo Ohkubo : Recent Advance of Syphilis-
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自erology.As to Concerning TPHA. 岩崎謙二，薮内 清，吉回靖子，関根整治:東京都下

The 12th International Congress of Microbiology 飼育ブタ聞における日脳ウイルス感染流行の年次推移

(1978. 9) 第53回日本感染症学会総会 (1979.4) 

Nobuo Ohkubo: Serodiagnose und Chernotherapie 安田一郎，瀬戸隆子，西川洋一:中国産山織の品質に

der Syphilis ついて

Hygiene Institut-Serninar der Universitat Koln 日本生薬学会第25四年会(1978.10)

(1978. 9) 

鎌田国広，原田裕文:カーボンブラ .1ク中のあ 4ーベ

村田以和夫，大久保暢夫，山田満，金井日出夫，林 ンズピレンについて

滋生東京築地市場に入荷した日本近海麗サクラマスに 第37回日本公衆衛生学会 (1978.10)

おけあ広節裂頭条虫 Plerocercoidの検索

第38回日本寄生虫学会東日本大会 (1978.10) 鎌田国広，山野辺秀夫，鈴木助治，原田裕文:ガスク

ロマトグラフィーによるヨウ索の定量法について

岩崎謙二:インフルヱンザウイルス交差HI試験にお 第37回日本食品衛生学会 (1979.5) 

け::5HI価決定機作に関する理論的試行

第26回日本ウイルス学会総会 (1978.10) 竹内正博，水石和子，原田裕文:熱エネルギー分析器

による化粧品中の Nーヱトロソジヱタノー)1.-アミンの分

坂井富士子，伊藤忠彦，山崎清，岩崎謙二:1977年 析

4 月 ~78年 2 月のインフルエンザ流行における病因検索 第40回分析化学討論会 (1979.6) 

とインフルヱンザウイルス分離株の抗原分析

第26四日本ウイルス学会総会(1978.10) 小久保弥太郎，神崎政子，井草京子，村上ー，木村

良司，梅沢勝正，斉藤義蔵:ウィンナーソーセージ中の

薩田清明，小林由美子，平井和人，吉川 泉，山地幸 Clostridium perfringensおよび Bacilluscereusの

雄，福生吉裕，山中正信，岩崎謙二，坂井富士子，伊藤 挙動に関す::5実験的研究

忠彦，武内安窓:タイ国住民のインフルヱンザウイ)1.-ス 昭和53年度東京獣医膏産学会 (1978.8) 

に対する血清疫学的研究

第26回日本ウイルス学会総会 (1978.10) 庭山邦子 :B，αcilluscereusの産生す::5血管透過性因

子について

薮内清，矢野一好，柴田タツ美，岩崎謙二，田口文 第52回日本細菌学会総会 (1979.4) 

章，和問重次，郡司俊実 :BKウイルスに関す::5研究，

抗核抗体価とBKウイルスHI価の相関 松井政友，菊池俊六，鈴木雅夫，塩見久章，高島利

第26回日本ウイルス学会総会 (1978.10) 幸，梅木富士郎:犬管理事務所職員のトキソプラズマ抗

体保有状況について

浦野純子， [河野弘子，渡辺悌吉，岩崎謙二，薮内 第62回衛生局学会 (1979.5) 

清，矢野一好:急性気道感染症に関す::5調査成績〈第2

報〉 三浦まち子，黒崎峯生，可児利郎，松本昌雄，藤川房

第9回小児ウイルス病研究会 (1978.11) 代，春田三佐夫:レサズリン還元試験法の簡易化

矢野一好，薮内 清，柴田タツ美，岩崎謙二，浦野純

子，河野弘子，渡辺悌吉，今川八束:東京都における小

児の急性気道感染症と下水からのエンテロウイルス分離

状況(1978年〉

第53回日本感染症学会総会 (1979.4) 

第35回日本食品衛生学会 (1978.5) 

中里光男，冠政光，有賀孝成，藤沼賢司，直井家蕎

太:酸化防止剤に関する研究(第2報〉 酸化防止斉1]の

系統分析法

第37回日本食品衛生学会 (1979.5) 
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藤沼賢司，冠政光，中里光男，有賀孝成，直井家主; 井部明広， 西島基弘，斉藤和夫，安田和男，上村

太:かんきつ類中のクマロンインデン樹脂の試験法 尚，永山敏庚，牛山博文，直井家詩太食用花粉の衛生

第37回日本食品衛生学会 (1979.5). 学的調査

第37回日本食品衛生学会 (1979.5) 

上村 尚，西島基弘，斉藤和夫，高橋尚子，井部明

広，落合節子，直井家議太:食品加工時におけるトリコ 斉藤和夫，西島基弘，安田和男，上村尚，井部明

テセン系マイコ卜キシンの消長 広，永山敏庚，牛山博文，直井家議太食品中のマイコ

第8回マイコトキシン研究会 (1978.7) トキシンに関する研究-XVIII チーズのアフラトキシ

ン汚染 (2)

直井家蒜太，西島基弘，井部明広，木村康夫:海洋汚 第37回日本食品衛生学会 (1979.5) 

染実態値の紹介

第15回全国衛生化学技術協議会年会 (1978.9) 真木俊夫，田村行弘，嶋村保洋，西垣進，直井家議

太:N-ニトロソ化合物に関する衛生学的研究-1市販

上村尚，西島基弘，永山敏底，斉藤和夫，安田和 食品中の各種二トロソアミン含有量の現状について

男，井部明広，牛山博文，直井家寄太:チェリーおよび 第36回日本食品衛生学会(1978.12)

穀類中の臭化メチル分析法および残留性

第36回日本食品衛生学会 (1978.12) 田村行弘，真木俊夫，嶋村保洋，西垣 進，直井家苦手

太:クロレラ中クロ口フィ}I，.の変化について

上村尚，西島基弘，斉藤和夫，安田和男，井部明 第36回日本食品衛生学会 (1978.12)

広，永山敏庚，牛山博文，直井家欝太:食品中のマイコ

トキシンに関する研究-XVI 食品添加物によるトリコ

テセン系マイコトキシンの消長

第36回日本食品衛生学会 (1978.12)

斉藤和夫，西島基弘，安田和男，上村 尚，井部明

嶋村保洋， 田村行弘， 真木俊夫， 小関正道， 西垣

進，直井家誇太:黒皮カジキ肉中水銀の化学形態につい

て

第37回日本食品衛生学会 (1979.5) 

広，永山敏庚，牛山博文， jj室井家蕎太..食品中のマイコ 広門雅子，溝入茂，宇佐美博幸，中嶋巌，遠藤英

トキシンに関する研究~-XVII 製あん原料豆のアフラト 美:天然着色料の品質に関する研究 カラメル中の4ーメ

キシン汚染 チルイミダゾールの分析

第36回日本食品衛生学会 (1978.12) 第36回日本食品衛生学会 (1978.12)

上村尚，西島基弘，永山敏康，斉藤和夫，安田和 渡辺悠二，佐藤憲一，吉田令子，遠藤英美:プラスチ

男，井部明広，牛山博文，直井家蕎太:食品中の臭素分 ・yク中の酸化防止剤の試験法

析法 第15回全国衛生化学技術協議会年会(1978.9) 

第37回日本食品衛生学会 (1979.5) 

武士俣邦雄，堀幹郎，大久保暢夫:ブロテインAア

西島基弘，井部明広，牛山博文，斉藤和夫，安田和 フィ二ティークロマ卜分屑と梅毒血清反応

男，上村尚，永山敏庚，直井家害太東京湾産アサリ 第13図トレポネマト{ゼ研究会 (1978.8) 

の石油汚染実態調査ならびに汚染物質のとり込みについ

て 武士俣邦雄，霜田さと子，小笠原公，道口正雄，三

第37回日本食品衛生学会 (1979.5) 宅勉，山下千恵，斎藤公志，島崎秀雄，小林幸三，吉

岡良雄，三木博:ブタのポルフィリン尿症に関する研

上村尚，西島基弘，永山敏康，斉藤和夫，安田和 究〈第1報〉 一時尿中の 8・ALAおよび Cpの濃度に

男，井部明広，牛山博文，直井家言等太:臭化メチル爆蒸 ついて

後の残留性および実態調査 ! 第62回東京都衛生局学会 (1979. 5) 

第37回日本食品衛生学会 (1979.5) 
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武土俣邦雄，霜田さと子，小笠原公，道口正雄，三 義，川島正道，小松崎尚，池田真悟，二島太ー郎:母

宅勉，山下千恵，斎藤公志，島崎秀雄，小林幸三，吉 体より胎児への水銀移行動態〈第5報〕

岡良雄，三木博:ブタのポルフィリン尿症に関する研 第62回東京都衛生局学会 (1979.5) 

究〈第2報〕 ふん便および胆汁中のポルフィリン体に

ついて 狩野文雄，大津誠喜，福間雅夫，溝口勲大気汚染

第62回東京都衛生局学会 (1979.5) 質による角膜上皮変化の観察

第四回大気汚染学会 (1978.9) 

山下千恵， 島崎秀雄， 斎藤公志，三宅勉，小林幸

三，吉岡良雄，三木博，武士俣邦雄，霜田さと子，小 牧野国義，溝口勲:大気汚染物質年平均濃度分布の

笠原公，道ロ正雄:ブタのポルフィリン尿症に関する 推定

研究(第3報〉 臨床および病理組織学的所見について 第19回大気汚染学会(1978.9) 

第62回東京都衛生局学会(1979.5) 

溝口勲，多国字宏，野牛弘，長崎譲:東京都民

の食品からのクロム一日摂取量について

第48回日本衛生学会 (1978.5) 

佐藤泰仁，溝口 勲:ブレーキドラム内粉塵中のアス

ベス卜

第四回大気汚染学会 (1978.9) 

佐藤泰仁，溝口 勲，野牛弘:走行中の自動車空気

汚染のモデル調査

第37回日本公衆衛生学会 (1978.10)

池閏真悟，二島太一郎，長嶋親治，藤谷和正，溝口

勲，野牛弘，森本敬三，呑山英一:母親と新生児にお

ける水銀の蓄積と相互関係(第 3報〉 母親静脈血と隣

帯動静脈血の血球および血疑

第37回日本公衆衛生学会 (1978.11)

二島太一郎，池田真悟，溝口 勲，野牛弘，藤田紘

一郎，杉山雅俊，菊池正一:イラク・カタールの原住民

の毛豊富中・血液中水銀量について〈第2報)

第37回日本公衆衛生学会 (1978.11)

長嶋親治，二島太一郎，野牛弘，寺井稔，西田五

狩野文雄，福田雅夫，溝口勲，丁宗鉄，梁哲

宗，英清道:窒素酸化物の invitro暴露によるリン

パ球内 CyclicNucleotides量の変動

第62回東京都衛生局学会 (1979.5) 

大野正彦，松本浩一:善福寺川のセスジユスリカ I 

年間の世代数について

第43回日本陸水学会 (1978.7) 

高橋保雄，森田昌敏，三村秀一，秋山和幸，山岸達典

:水中の 2，4， 6ートリクロルフェニルー4'ーエトロフェ

二ルエーテル (CNP)と2，4ージクロ)1，.フェ=)1，.-4'一二

トロフェエルエーテル (NIP)

第37回日本公衆衛生学会 (1978.10)

渡辺真利代，大右真之:藍藻 Microcystisの毒性

第37回日本公衆衛生学会 (1978.10)

中川JI慎一，森田昌敏，秋山和幸，樋口育子，三村秀一

:PCBの加熱によQPCDFの生成

第37回日本公衆衛生学会 (1978.10)

大野正彦，松本浩一:善福寺川のユスリカの種類相

第15回日本水処理生物学会 (1978.11)

郎:新生児の毛髪中の微量成分の放射化分析 渡辺真利代，大石真之，中尾順子，松本浩一:Micro-

第37回日本公衆衛生学会 (1978.11) cystisの毒性について II

第44回日本陸水学会 (1979.5) 

寺井稔，橋本敬祐，松本道男，二島太一郎，野牛

弘:人体臓器中の微量成分の分布と相関々係について 栃木博，菊地洋子，押田裕子，中村弘，笹野英

第37回日本公衆衛生学会 (1978.11) 雄，岸仁，原田裕文，友成正区:河川の重金属汚染指

標としての水生昆虫〈第一報〉 ヒゲナガカワトビケラ

森本敬三，宮入毅匡，羽里幸彦，香山英一，鈴木覚 の重金属含有量について



280 

第37回日本公衆衛生学会 (1978.10)

楠 j享，西篠旗康，‘図師栄子，友成正直，竹間恒夫，

武部実，柴田健次:昭和53年度夏季保菌者検索により

検出されたサルモネラ菌の血清型と薬剤耐性について

第62回東京都衛生局学会 (1979.5) 



東京都立衛生研究所研究年報編集委員

一村秀一(委員長〉

山下 孝

寺山 武

薮内 清

下平彰男

原田裕文

村上

直井家需太

石川隆章

中尾順子

昭和54年12月 1日発行

百
同

q
a
s
ι
τ

溜
似

N
n
H
u
n
，“

η
，.、』ノ司

一
2

0

H

-
u
r
f
¥
4
 

一
第

G
号
一

号
番
一

一
表
番
物
一

一
格
刷
行
一

一
規
印
刊
一

東京都立衛生研究所研究年報第30-1号

編集
発行 東京都立衛生研究所

〒160東京都新宿区百人町3-24ーl

電話 03(363) 323 1 (代)

印刷所:大東印刷工業株式会社

〒130東京都墨田区向島3-33-5

電話 03(625) 7481 (代)


